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 氏  名 職名等 

１ 青合 幹夫 京都府森林組合連合会 代表理事専務 

２ 乾 康之助 京都木材協同組合 理事長 

３ 岩井 吉彌 元 京都大学大学院農学研究科 教授 

４ 内海 真弓 市民公募委員 

５ 丘 眞奈美 京都ジャーナリズム歴史文化研究所 代表 

６ 北川 義晴 京北森林組合 代表理事組合長 

７ 久山 多代子 森林インストラクター 

８ 中野 三郎 公益財団法人京都市森林文化協会理事長 

９ 橋本 直子 株式会社Hibana 代表取締役 

１０ 
 川 哲雄 京の山杣人工房 モデル工房「木輪舎」 代表 

１１ 吉田 英治 京都市森林組合 代表理事組合長 

 

 

 以上 11名 

 



木の文化を具体化する推進会議開催要綱 

 

平成２２年７月２０日制定 

平成２３年８月１５日改正 

平成２５年８月２８日改正 

 

（設置） 

第１条 京の木の文化という視点から，山づくり・まちづくりを進める計画を具体的に

検討・推進するため，木の文化を具体化する推進会議（以下「会議」という。）を開

催する。 

（構成） 

第２条 会議は，委員１２名以内をもって組織する。 

２ 委員は，学識経験を有する者，林業関係団体の長，市民活動団体，木材取扱業及び

建築関係者等から，市長が選任する。 

３ 会議に委員長及び副委員長を置く。 

４ 委員長及び副委員長は，委員のうちから市長が指名する。 

５ 委員長は，会議を代表し，会務を総理する。 

６ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故ある時は，その職務を代理する。 

（任期） 

第３条 委員の任期は，選任された日から翌年３月３１日までとする。 

２ 委員は，再任されることができる。 

（活動） 

第４条 会議は，次の各号に掲げる活動を行うものとする。 

  別に設置する検討会議で作成された活動案に関する検討 

  京の森林づくり，地域林業及び森林・林業関連業界の活性化を図るための包括的

な組織の構築等に向けた検討 

  市民への普及啓発等その他必要と思われる活動 

（会議） 

第５条 会議は，委員長が招集する。 

２ 委員長は，会議の議長となる。 

３ 会議は，必要があると認めるときは，委員以外の者に対して，意見の陳述，説明そ

の他の必要な協力を求めることができる。 

（事務局） 

第６条 会議の事務を処理するため，産業観光局農林振興室林業振興課に事務局を置く。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか，会議の運営に関し必要な事項は，委員長が定め

る。 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は，決定の日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第５条第１項の規定にかかわらず，最初の会議は市長が招集する。 

   附 則 

資料１ 



 この要綱は，決定の日から施行する。 

附 則 

 この要綱は，決定の日から施行する。 
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木の文化を具体化する取組の進ちょく状況について 

 

１ 木の文化を具体化する推進会議について 

（１）設置の目的及び経緯 

平成２１年度に「木の文化を大切にするまち・京都」市民会議の「森と緑」検討プロジェクト

チームにおいて，本市の森林管理のあり方や木材等の供給促進，森林についての理解の

促進方策などを検討した。 

そこで出された提言内容を踏まえ，引き続き「森と緑」検討プロジェクトチームの委員と関係

者で，木の文化を具体化するための施策について，提案・意見交換を行うために平成２２年

度に「木の文化を具体化する推進会議」を設置した。 

 

※ 「木の文化を大切にするまち・京都」市民会議の「森と緑」検討プロジェクトチームの提言内容 

 １ 「木のあるまちづくり」 

  公共施設や民間施設における市内産木材の利用拡大，バイオマス利用の推進等 

 ２ 「森とまちの緑づくり」 

  人工林における持続可能な生産体制，伝統木造を支える森づくり，北山丸太文化を継

承する森づくり，周辺三山の里山景観再生の森づくり等 

 ３ 「森・緑・木のプラットフォーム」 

  森を作り，育て，木材を生産し，自然を守る組織の構築，川上から川下の連携等 

 ４ 「財源の確保」 

 

（２）これまでの取組について 

年度 議論の内容 その他 

H22 第１回（平成２２年１０月７日） 

・「木の文化を大切にするまち・京都」市民会

議の概要の説明と取組状況の報告 

・ストック情報システムのイメージについての

議論 

第２回（平成２３年３月２２日） 

・地域産材ストック情報システム検討委員会の

検討状況の報告 

・市内産木材の流通や需要拡大に関する議論 

・地域産材ストック

情報システム検討

委員会を３回実施 

 

H23 第１回（平成２３年１０月１２日） 

・地域産材ストック情報システム検討委員会の

検討状況の報告 

・京の森づくり，山づくりについて 

第２回（平成２４年３月２７日） 

・地域産材ストック情報システム検討委員会の

検討状況の報告 

・京都三山の森づくりについて 

・地域産材ストック

情報システム検討

委員会を３回実施 

・現地勉強会を１回

実施（左京区総合庁

舎ほか） 

H24 第１回（平成２４年１０月１８日） 

・地域産材ストック情報システム構築の進ちょ

くについて 

・現地勉強会を１回

実施（第１５長谷ビ

ル） 

資料２
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・みやこ杣木の需要拡大や PRの方策について 

・京都三山，特に東山における森づくりについ

て 

第２回（平成２５年３月２７日） 

・地域産材ストック情報システムの試行状況に

ついて 

 

２ 平成２４年度の「みやこ杣木」の需要拡大に関する取組について 

 【公共事業での取組】 

  ・建築物の木造・木質化（白河総合支援学校東山分校 ほか５校） 

  ・木製品の導入（ティッシュペーパー箱，木製感謝状など） 

  

【民間への普及の取組】 

  ・市内住宅のリフォーム材として上限２５万円の市内産木材を提供 

   平成２４年度実績 ２１件 

  ・木質ペレットを燃料とするボイラー，ストーブの導入の支援 

   平成２４年度実績 ボイラー３台，ストーブ４５台 

 

３ 平成２５年度の「みやこ杣木」の需要拡大に関する取組について 

 【地域産材ストック情報システムの本格運用】 

  別添 参考資料１参照 

   

 【京都市公共建築物等における木材利用基本方針の策定について】 

 別添 参考資料２参照 

 

【公共事業での取組】 

  ・建築物の木造・木質化（上京区役所など） 

  ・木製品の導入（ティッシュペーパー箱，木製感謝状など） 

  ・教育委員会や交通局と連携した市内産木材の利用促進 

【民間への普及の取組】 

・市内産木材の無償提供事業を住宅と店舗等とし，リフォームだけでなく新築

も対象とした。 

  ・木質ペレットを燃料とするボイラー，ストーブの導入の支援 

 

  ※「みやこ杣木」 

京都市内の森林及び京都市内の林業事業体が林業生産活動を行う

森林で産出された木材を原材料とする製材品，磨丸太及びこれらの加

工品をいう。 



 

 

 

相互連携 

みやこ杣木，生産事業体に係る

情報提供 

みやこ杣木，生産事業体に係る

情報提供 

京都木材協同組合 

組合員有志 

地域産材ストック情報システム 

工務店， 

建築関係団体 等 

市民 等 

（施主 等） 

在庫（ストック）状況の定期報告 

閲覧 

閲覧 

問い合わせ 

相談 

WEB

木材ストック

販売促進のための総合窓口 

京都産木材総合サイト 

「京都の木 検索サイト」 

販売のための在庫（ストック）情報一覧 

  みやこ杣木の在庫情報一覧ページ 

  （京都木材協同組合ＨＰ 内） 

みやこ杣木に係るＰＲ全般 

京都市域産材供給協会ＨＰ 

参
考
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参考資料２



 

 

 

 

 

京都市公共建築物等における木材利用基本方針 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年９月 

京都市 



 



はじめに 

 

 京都市は，森林面積が市域の約４分の３を占め，山紫水明の都として千二百余年

に及ぶ悠久の歴史と木の文化を育んできた。その背景には絶えず森林があり，森林

と人とが密接に関わることで，木材等の林産物の供給，豊かな水源の涵
かん

養，土砂災

害の防止，美しい景観の形成など，森林が有する多面的な機能が維持されてきた。 

 しかし，昭和４０年代からの外材の輸入量の増加や国産材価格の下落，バブル景

気の崩壊とその後の景気の後退に起因する木材需要の減少，林業の担い手不足・高

齢化等といった全国的な傾向と同様に，市内の林業が長期にわたって低迷している。

その結果，森林の適切な整備が遅れ，荒廃する森林が増加し，森林が有する多面的

な機能が低下している。 

 そのため，京都市ではこれまで，市内の林業を活性化し，「木の文化」の次世代

への継承を図るために，京都市木材地産表示制度の創設や京都市地球温暖化対策条

例に基づく特定建築物への市内産等の木材の利用の義務化，木質ペレットの需要拡

大，学校や庁舎などの公共建築物等への木材利用に取り組んできたところである。 

 しかしながら，市内の林業を巡る状況は，以前にも増して厳しく，民間も含めた

さらなる木材需要の拡大が必要となっている。 

 こうした中，平成２２年度には，木材の利用を通じ，林業の持続的かつ健全な発

展を図り，森林の適正な整備及び木材の自給率の向上に寄与することを目的とした

「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」が施行され，地方公共団

体においても独自の木材利用の方針を策定することが可能となった。 

 そこで，京都市においても，市有の公共建築物や土木構造物，本市が調達する調

度品等（以下，「公共建築物等」という。）において，これまで以上の市内産木材

の積極的な利用を図るため，「京都市公共建築物等における木材利用基本方針」を

策定する。 
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第１ 趣旨 

 

この基本方針は，市内林業の持続的かつ健全な発展と森林の適正な整備・保全を図る

ため，広く市民の利用に供される公共建築物等における木材の利用の拡大に本市が率先

して取り組み，もって，民間における市内産木材の需要の拡大につなげるものである。 

 

 

第２ 公共建築物等における木材利用推進の意義と効果 

 

１ 木材利用推進の意義 

  木材の計画的かつ継続的な利用は，森林整備を行っている林業者に安定した収益

をもたらすなど林業の活性化につながり，また，健全な森林の育成に大きく寄与す

るとともに水源の涵養や山地災害の防止等の公益的機能の増進に貢献する。 

 

  京都市域で育った木材「みやこ杣
そま

木
ぎ

※」の地産地消は，林業やその関連産業の振

興と京都の景観等の自然環境の向上に大きく貢献し，先人が育んできた「木の文化」

の次世代への継承につながる。 

※ みやこ杣木とは，京都市内の森林及び京都市内の林業事業体が林業生産活動を行う森林で産出

された木材を原材料とする製材品，磨丸太及びこれらの加工品をいう。 

 

  木材は，断熱性・調湿性に優れ，人々の心にやすらぎを与えるほか，製造時のエ

ネルギー消費が小さいことや，生長過程において吸収した炭素を長期間にわたって

貯蔵する等の特徴があり，低炭素社会の実現に欠かせないものである。 

 

  本市は，自立分散型の持続可能なエネルギー社会の実現を目指すエネルギー戦略

の柱の一つとして，森林バイオマス等の自然の恵みを生かした取組を想定しており，

木材のエネルギー利用はこの目標達成に大きく資する。 

 

 

 

 

 

 



 

２ 木材利用推進の効果 

  公共建築物等は，広く市

て，木と触れ合い，木の良さ

取組の状況や効果等につい

その利用の促進の意義につ

 

  公共建築物等における計

産コストの低減，安定的な

ける需要の拡大といった波

 

 

 

 

 

 

 

 

        ＜左京区総合庁舎
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市民に利用されるものであることから，木材の利

さを実感する機会を幅広く提供することになり

いてわかりやすく情報発信することにより，木材

ついての市民の理解の醸成を効果的に図ること

計画的かつ継続的な木材の利用は，木材の品質の

な供給等の生産体制の強化に寄与することから

波及効果が期待できる。 

＞            ＜凌風小学校・中学校（南区

 

 ＜京都市動物園（左京区）＞

利用を通じ

，併せて，

材の特性や

とができる。 

の確保や生

，民間にお

区）＞ 
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第３ 公共建築物等における木材利用推進の基本事項 

 

１ 木材利用推進の方向性 

  公共建築物等において，法令の規定や建築物の機能等により木材利用が困難な場

合を除き，木の特性を活かして木質化・木造化を進めることによって，計画的かつ

継続的な木材利用を図る。 

  公共建築物等の建設企画段階から，関係局による木質化・木造化の検討を行う。 

  公共建築物等において，木質化・木造化だけでなく，木製の備品や調度品等（以

下，「木製調度品等」という。）を優先購入するとともに，木質バイオマスを燃料

として使用する暖房機器等を積極的に導入する。 

  利用する木材は，可能な限りみやこ杣木とする。 

  本方針において，平成３０年度におけるみやこ杣木利用量の数値目標を定める。 

 

２ 木材利用推進を図る公共建築物 

  対象 

 市有の公共建築物を対象とする。 

 

  木質化の定義及び推進する範囲 

ア 木質化の定義 

 建築物の天井，床，壁，窓枠等の室内に面する部分及び外壁等の屋外に面する

部分，屋外構造物等の全部又は一部に木材を利用することを「木質化」という。 

 

 

利用部位の具体例 

 （建物の内外装等） 

  壁，床，建具，間仕切り，カウンター，ルーバー，手すり 等 

 （構造） 

  建築物の主要構造部である柱，梁，小屋組 等 

 （建築設備） 

  空調吹出し口等のカバー，衛生器具の紙巻器等，受水槽 等 

 （屋外） 

  舗装材，塀，柵，ベンチ，花壇，案内板 等 
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イ 推進する範囲 

 新築，増築，改築又は模様替えを行う市有の公共建築物のうち，以下の①又は②

のいずれにも該当しないものについて木質化を図る。 

① 建築基準法等の規定により木質化が困難な場合 

② 建築物に求められる機能等の観点から，木質化になじまない又は木質化を図

ることが困難な場合 

なお，①及び②に該当する場合についても，今後の木材に関する新たな技術開発やコ

スト面等の課題解決の状況を踏まえ，適宜木質化を検討する。 

 

  木造化の定義及び推進する範囲 

ア 木造化の定義 

 建築物の構造耐力上主要な部分である壁，柱，梁，けた，小屋組等の全部又は

一部に木材を利用することを「木造化」という。 

イ 推進する範囲 

 新築，増築又は改築を行う市有の公共建築物のうち，以下の①から③までのいず

れにも該当しないものについて木造化を図る。 

① 建築基準法等の規定により木造化が困難な場合 

② 建築物に求められる強度，耐火性等の性能を満たすために極めて断面積の大

きな木材を使用する必要がある等，構造計画やコストの増加により木造化が困

難な場合 

③ 災害時の活動拠点室等を有する災害応急対策活動に必要な施設，治安上の目

的等から木造以外の構造とすべき施設，危険物を貯蔵又は使用する施設，文化

財の収蔵・展示施設等，当該建築物に求められる機能等の観点から，木造化に

なじまない又は木造化を図ることが困難な場合 

なお，①から③に該当する場合についても，今後の木材に関する新たな技術開発やコ

スト面等の課題解決の状況を踏まえ，適宜木造化を検討する。 
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３ 木材利用推進を図る土木構造物等 

  対象 

 京都市が実施する土木工事における土木構造物及び仮設資材を対象とする。 

 

  木質化の推進を図る土木構造物等 

 周辺環境との調和等を考慮する必要がある場所では，求められる性能や使用する

部位を考慮しながら，土留め資材，横断防止柵，路面材等の土木構造物や工事標示

板等の仮設資材の木質化を進める。 

 併せて，木材利用の推進に寄与すると見込まれる新たな技術や工種等について，

積極的に試験施工に取り組む。 

  

 

 

 

 

  

  ＜土留め資材（林道久多尾越線）＞    ＜横断防止柵（下京区）＞    ＜工事標示板＞ 

 

  

今後，木質化を検討するもの 

○土木構造物 

  道路，公園，河川，農林水産業関連に利用する土木構造物 

 （公園・外構施設） 

  四阿
あずまや

，遊具，ベンチ，緑化支柱，路面材，階段，柵，プランター，案内板 等

 （公園・外構施設以外） 

  土留め資材，横断防止柵，路面材，橋の高欄，階段，側溝蓋，杭柵，法面

保護，基盤吹付け材 等 

○仮設資材 

  工事標示板等 
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４ 木製調度品等の積極的な導入 

 市有の公共建築物で使用する机，椅子，収納用什器をはじめとしたオフィス家具類，

掲示板，案内板等の備品及び消耗品については，可能な限り材料に木材を使用したも

のを導入する。 

具体例 

 机，椅子，棚，収納用什器（棚以外），パーティション，コートハンガー，

 傘立て，掲示板，案内板，カウンター，名札，記念品等 

  

 

 

 

 

 

                      ＜表彰状＞ 

５ 木質バイオマスを燃料として使用する機器の積極的な導入 

 市有の公共建築物においては，運用方法や設置に必要なスペースを十分に考慮のう

え，木質ペレットを燃料とするストーブやボイラー等を積極的に導入し，化石燃料か

ら木質バイオマス燃料への転換を図る。 

 

 

 

 

 

 

                ＜木質ペレットストーブ＞ 
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第４ 公共建築物等におけるみやこ杣木利用の数値目標 

 

 平成３０年度におけるみやこ杣木の利用量に係る数値目標を以下のとおり定める。 

 ただし，総量として，毎年度６０ｍ３以上は利用するものとする。 

 

１ 公共建築物について 

  公共建築物におけるみやこ杣木利用量： 

５０ｍ３（現状）→１００ｍ３（平成３０年度） 

 

２ 土木構造物等について 

  土木構造物におけるみやこ杣木利用量： 

２ｍ３（現状）→ ３０ｍ３（平成３０年度） 

 

３ 木製調度品等について 

  木製調度品等におけるみやこ杣木利用量： 

７．６ｍ３（現状）→ １５ｍ３（平成３０年度） 

 

４ 木質バイオマスを燃料として使用する機器について 

  木質ペレットを燃料として使用するストーブ： 

１４台（現状累計）→２８台（平成３０年度累計） 

  木質ペレットを燃料として使用するボイラー： 

３台（現状累計）→ ６台（平成３０年度累計） 
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第５ 木材利用推進に関し必要な事項 

 

１ 木材利用推進に当たって配慮すべき基本的事項 

 木材利用を推進することの様々な意義や効果を考慮し，みやこ杣木，京都府内産木

材認証材，国産材等の順に，積極的な木材の利用に努める。 

 しかしながら，木材には，他の構造と比べて，コストが割高となる，一定の品質の

材料が得られにくい等の課題があり，加えてみやこ杣木については，調達に時間がか

かる，ＪＡＳ認証を受けた構造材の調達が困難である等の課題もある。 

 そこで，公共建築物等の企画・設計等の段階における様々な工夫やみやこ杣木の供

給体制強化の支援等を行うことによって，課題の解決を図る。 

 

２ 課題の解決に向けた具体的事項 

  公共建築物等の企画・設計等に関する事項 

 公共建築物等の企画・設計段階においては，建設時のみならず，建設後の維持管

理や解体・廃棄等についても考慮するとともに，木材の良さを広く市民に普及啓発

する様々な創意工夫等について十分な検討を行い，これらを総合的に判断したうえ

で，木材の利用に努める。 

 

○企画段階における工夫 

・和風の意匠を念頭に置く等，京都の「木の文化」を実践する工夫 

等 

○設計段階における工夫 

・一般的に流通している規格や同じ規格を繰り返して使用する等，木材を低廉で

安定的に調達する工夫  

・部材の点検・補修・交換が容易な構造にする等，維持管理のコストを低減する

工夫 

・腐食しやすい部位での使用を避ける，湿度対策を施す等，物理的な劣化に対す

る部材の耐久性を確保する工夫 

等 

 

 また，みやこ杣木の乾燥や加工等には相応の期間を要するため，その効率的な調

達の在り方について検討を行う。 

 なお，木材を利用できない場合もしくはみやこ杣木以外の木材を利用する場合に

は，公共建築物等の企画・設計段階において，その理由を明確にする。 
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  みやこ杣木の供給体制の整備に関する事項 

 林業関連事業者が公共建築物等の発注ニーズに対応した高品質で安価な木材の

供給，その品質や価格等に関する正確な情報の発信，木材の具体的な利用方法の提

案等を実施できる体制の強化を支援する。 

 また，伐採・搬出における労力とコストの削減を図るため，高性能林業機械の導

入や林内路網の整備の促進等の伐採・搬出条件の改善を支援する。 

 さらに，公的な品質基準であるＪＡＳと同等とみなすことができる規格制度の運

用等の検討を進める。 

 

 

第６ 今後の取組 

 

 今後は，毎年度の公共建築物等における木材利用に係る年次計画を作成し，並行して

供給体制の整備状況を確認しながら，庁内に委員会等を設置して，取組の進ちょく状況

を確認する。 

 また，民間の建築物におけるみやこ杣木を利用した自発的な木質化・木造化や木製調

度品等の活用が促進されるよう，みやこ杣木の利用意義について広く普及啓発を行う。 

 なお，木材利用の一層の拡大のため，発電をはじめとした木質バイオマスのエネルギ

ー利用についても積極的に検討を進める。 

 数値目標の設定年次である平成３０年度に，課題や効果的な木材利用方法，数値目標

の達成度等の総括を行い，社会情勢や経済情勢を踏まえた修正を加え，内容の充実を図

る。 
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本市の森林の現状と課題について

平成２５年１０月３１日

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

第１回木の文化を具体化する推進会議

京都市総面積

８２，７９０ｈａ

市街地等

森林総面積

６１，０１８ｈａ

国有林

１，６１１ｈａ

民有林

５９，４０６ｈａ

人工林

２３，９３８ｈａ

天然林

３４，４０３ｈａ

その他・試験研究林等

５９４ｈａ

竹林・特用樹林

４７１ｈａ

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

京都市の森林の概況

森林率は７４％

人工林のスギ、ヒノキが中心

東山

北山

西山

京都市役所

京都市の林業の概況②

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

京北

京都市内民有林の齢級別面積の分布状況

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section
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製材用

（スギ中丸太）

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

木材価格について

出展：木材統計調査（農林水産省）

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

6

林業労働者数

年齢 （人）

１９歳以下 ー

２０～２９歳 １９

３０～３９歳 ４４

４０～４９歳 ４１

５０～５９歳 ５８

６０～６９歳 ３６

７０歳以上 １２

合計 ２１０

※林業労働者

市町村に住所を有し，平成２２年１月１日から１２月３１日までの

１年間に３０日以上林業労働に従事し，賃金の支払いを受けたもの。

本市の森林の所有形態と林業労働者数

※京都府林業統計（平成２４年版）

1～3ha

3～5ha

5～10ha

10～20ha

20～30ha

30～50ha

50～100ha

100ha～

所有規模別の
林家戸数
（２，１０９戸）

※２０１０農林業センサス

９５３戸

３７４戸

３２５戸

資料３
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京都市の森林はどうなっているか①

尾根頂上まで広がる人工林

放置されたアカマツ林 放置された里山

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

間伐が遅れた人工林

京都市の森林はどうなっているか②

被害状況
大文字の火床（2010年）

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

龍安寺（2010年）

左京区北白川（2010年） 北区西賀茂（2010年）

丹後半島
で発生

南下

１９９０年代初め

２００５年

京都市市街地で確認

被害拡大状況（京都府）
作成：吉井（京府大2010）

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

～シカが森林を食い尽くす①

健全な森林

シカの食害で裸地化した森林

健全な森林(ｻｻ原)

シカの食害で枯死したｻｻ

天然林(広葉樹)の被

害も深刻

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

京都市の森林はどうなっているか③

～シカが森林を食い尽くす②
場 所 生物・生態系 状 況

市域全域 森林植生
下層植生の喪失・裸地化，樹皮食害による樹木の枯死
→ 土壌の流出や生物層の貧弱化

北部地域

チマキザサ 一斉開花後に発芽した実生が食害され，再生不可能

ツキノワグマ 餌となるクリ・ミズナラ等の実がシカと競合し，シカの急増とともに減少

八丁平
高層湿原
集水域の森林

絶滅危惧種を含む高層湿原の植物が壊滅状態
集水域のマユミ，キハダ，ナツツバキ等が枯死

大原野

カタクリ
カンアオイ
ジャコウソウ

食害により絶滅の危機

ギフチョウ
近畿の太平洋側では生息地が限られている
食草であるカンアオイの食害により絶滅の危機

※増加している生物
ﾄﾘｶﾌﾞﾄ類，ﾃﾝﾅ

ﾝｼｮｳ類，ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ,

ｵｵﾊﾞｱｻｶﾞﾗ，ﾔﾏﾋﾞﾙ
などｶﾀｸﾘ ｷﾞﾌﾁｮｳ

京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section
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京都市産業観光局農林振興室林業振興課 Forestry Promotion Section

・林業の衰退による森林の放置

本市の森林の現状

まとめ

今後の課題

地域の特色を生かした強い林業の再生

災害に強く，景観的にも美しい健全な森づくり

・里山の放置による森林の荒廃














